
児
　
童

保
護
者

職
　
員

児
　
童

保
護
者

職
　
員

分かる授業作り ①
学校は、分かる授業を目指し、児童に達成感や成就感を得させな
がら学習をさせている。

95% 90% 100% 3.8 3.1 3.1

②
児童に、基本的な学力（読み・書き・計算）が身についてきてい
る。

91% 80% 73% 3.3 3.1 2.7

③ 児童は、家庭での学習にしっかりと取り組んでいる。 81% 71% 64% 3.4 2.9 2.6

基本的な学習習慣
の定着

④ 児童は、話を良く聞き、姿勢よく学習に取り組んでいる。 77% 81% 73% 3.0 3.0 2.7

特別支援教育の充
実

⑤ 学校は、一人一人が存在感をもてる教育を行っている。 82% 86% 91% 3.4 3.1 2.9

読書意欲の向上 ⑥ 児童は、進んで読書に取り組むことができている。 78% 44% 55% 3.3 2.5 2.5

基本的な生活習慣
の定着

⑦ 児童は、時と場に応じた言動ができている。 82% 70% 36% 3.2 2.8 2.4

危険予知・回避能
力の育成

⑧
児童は、通学路での安全やマナーをきちんと守り、自分の身を守
るための判断力や行動の仕方が身についてきている。

96% 83% 100% 3.8 3.1 3.0

人権教育の推進 ⑨ 児童は友達や周囲の人に思いやりのある行動ができている。 82% 80% 82% 3.4 3.0 2.8

特別活動、道徳の
時間の充実

⑩
児童は、自分の考えをもち、話し合い、自分自身のことを見つめ
ることができる。

88% 74% 55% 3.4 2.9 2.5

積極的な生徒指導
の推進

⑪
先生は、子ども一人一人を大切にし、子どもに関する相談に適切
に応じている。（いじめへの対応を含む。）

96% 83% 100% 3.8 3.1 3.2

望ましい教育環境
の整備

⑫ 児童の学習環境や学校の環境美化が整っている。 88% 90% 73% 3.4 3.2 2.7

基礎体力・運動能
力の向上

⑬ 学校は、子どもの体力を高める取組に努めている。 82% 89% 100% 3.4 3.1 3.0

保健・衛生習慣の
定着

⑭
児童は、「早寝・早起き・朝ご飯」や身だしなみなどの保健・衛
生的な習慣が身に付いてきていると思える。

83% 86% 91% 3.4 3.2 2.9

望ましい食習慣の
形成

⑮
児童は、「食」に関心をもち、望ましい食生活の習慣が身に付い
てきていると思える。

80% 96% 100% 3.3 3.3 3.0

むし歯治療率の維
持・向上

⑯
むし歯治療率の維持・向上が図られるとともに、保護者間で保健
に対する意識が向上したと思える。

86% 86% 73% 3.5 3.1 2.7

家庭・地域との連
携体制確立

⑰
学校は、家庭や地域の教育力（人材や自然等）を生かし、家庭や
地域との連携体制づくりに努めている。

87% 91% 3.1 2.9

ふるさとのよさを
学ぶ活動の充実

⑱
学校は、家庭や地域と連携した活動を行ったり、地域のよさを学
ぶ体験活動を取り入れたりしている。

91% 100% 3.3 3.1

家庭・地域への情
報発信

⑲ 学校は、保護者・地域への情報発信を、よく行っている。 87% 100% 3.2 3.2

・　コロナも次第に落ち着きを見せる
中で、校外での学習が戻ってきたこと
を嬉しく感じます。八代の豊かな自然
環境の中で学習することで、ふるさと
を大切にする児童が育つことを願って
います。

総評と次年度に向けて

◇　本年度の取組に対する総評
　・　本年度の学校評価では、評価項目と学校経営ビジョンとの関連を重視した取組を目指し実践・評価に努めた。その結果、全般的に見て、評価が向上している項目が多かったが、評価が低かった項目については、より具体的
で継続性のある取組が必要であると考える。
◇　次年度に向けて
　・　本年度も、新型コロナウイルス感染防止の観点から、少なからず影響を受けた取組もあった。次年度は学校評価と経営ビジョンとの関連に加え、具体的な実践の場となる教育　課程との繋がりも、より考慮していく必要性
を感じている。

・　むし歯治療率の向上や食に関する指導
が充実していることについて評価します。
今後は家庭とさらに連携することで、健康
を意識する児童が育ってほしいと思いま
す。
・　地域の中で、外で遊んでいる児童が少
ないように感じます。学校、家庭、地域が
連携して、児童がたくましく育つように考
えていく必要があります。
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3.1

○　ウイズコロナの観点から、地域のよさ
を学ぶ体験活動を増やすことができた。
◎　保護者に、学校の教育活動をより理解
していただいたり、家庭との連携を深める
ために、ICTを活用するなどして、積極的に
情報発信を行っていく。

3.5

3.5

・　コロナ禍により、大きな声を出す
ことへの抵抗がありましたが、児童の
元気な挨拶が少しずつ戻ってきて、と
ても嬉しく感じます。
・　不審者事案を時折聞きますが、地
域として、今後も児童の安全を見守り
続けたいと思います。
・　地域の中でも気軽に声を掛けてく
れる児童が多いです。この自然豊かな
環境の中で、より心豊かな人間に育つ
ように、地域としても関わっていきた
いと考えます。

体
育
、

健
康

教
育
の
充
実

3.2

○　講師である栄養教諭と事前打ち合わせ
をすることで、各学年の食に関する指導の
充実が図れた。
○　体力アップコーナーを充実させること
で、児童が取り組みやすい環境を整えるこ
とができた。
◎　基本的な生活習慣の確立やむし歯治療
等について、家庭間での温度差が感じられ
るので、より具体的な家庭への啓発が必要
となる。

・　授業の中でほとんどの児童がタブ
レットを活用していて、時代の変化を
感じました。ＩＣＴ活用は、これから
の時代において必要不可欠だと思いま
すので、積極的に取り組んでいただき
たいと思います。
・　コロナ禍により、これまで行われ
てきた読み聞かせが実施できていない
状況があります。家庭の状況も様々だ
と思いますが、一人でも多くの児童が
本を好きになるような取組を推進して
ほしいです。

学力の定着と向上
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3.1

○　スクールバスの方と職員の連携によ
り、登下校については、全般に安全にでき
ている。
◎　児童の言葉遣いについては、全職員の
共通理解をもとに、学校全体での一貫した
指導に取り組んでいく。
◎　特別活動での話合い活動や道徳科の時
間を充実させることで、児童が自分自身を
見つめる機会を増やす。
◎　人権教育を充実させることで、さらに
思いやりのある行動ができるようにする。

4.0

3.8

自己評価の考察
（○成果　◎改善策）
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学校関係者評価コメント
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3.0

○　授業の中で、ＩＣＴを効果的に活用す
ることで、児童同士の学び合いを深めるこ
とができた。
○　「レベルアップタイム」や「１日５
題」などの習熟の時間を習慣化すること
で、学ぶ意欲を高めることができた。
◎　本を借りる冊数は増えているが、読書
の習慣化までには至っていない児童が多
い。今後は、家庭との連携をさらに深め
て、読書意欲の向上に取り組んでいく。
◎　家庭学習を充実させるために、タブ
レットの持ち帰り等を導入し、保護者と連
携を図りながら取組を進めていく。
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